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　南星ＪＶＣは、子ども達ひとりひとりが、星のように輝け
るクラブを目指し、旧南部小学校体育館で活動しています。
　メンバーは小学 2 年生から 6 年生までの男子 3 人、女子 9
人。週 3 日の練習に励んでいます。
　今年の多久市小学生バレーボール大会では優勝、小城多
久地区の交流戦では 3 位と好成績を収め、メンバーには“自
信“がでてきました。
　練習では、「こ～い！」「１本とるぞ～！」と大きな声がひ
びきわたり、全力でボールを追いかけます。学年や男女の関
係なく、みんな仲良し！上級生が下級生に教えるとこもあり
ます。ミスをしても責めることなく、みんなで励ましあい、

“本当の仲間”の姿がここにはあり
ます。
監督の片

かたかた

渕
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文
ふみふみ

昭
あきあき

さんは「バレーボー
ルがうまくなることも大切ですが、
それ以外の何かを学ぶことも大切
にしたい」と話されました。
　毎週水曜日・木曜日の17時30分
～20時、土曜日の 9 時～13時に旧
南部小学校体育館で練習していま
す。ぜひ一度見学に来てください。

問   片渕文昭　☎090−1169−2400

みんなで助け合い、星のように輝きます！ 　南多久町から多久町の広い範囲で、サヌカイト
（讃

さぬき

岐石
がん

）という石が産出します。サヌカイトは
固く、鋭く割れるため、石器の材料として使われ
ていました。そして、多久市内には旧石器時代と
みられる遺跡が約40か所も発見されており、中で
も三年山遺跡、茶

ちゃ

園
えん

原
ばる

遺跡は旧石器時代の遺跡と
しては九州で初めて学術調査が行われ、学史に名
をとどめています。
　これらの遺跡からは大量の石器や剥

はく

片
へん

（石のか
けら）が出土しました。多久では大量の石器が生

産されていましたが、
多久産の石器は他の
地域ではほとんど見
つかっていません。
しかし、大量の石器
を多久だけで消費し
ていたとは考えにく
く、多久で作られた
石器はどのように流
通したのか、大きな
謎となっています。

■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎7５−3002

●連載32● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

石器の材料　サヌカイト

　多久市郷土資料館・歴史民俗資料館・先覚者資料館　

開館時間 / 9 時～16時　入館料 / 無料
休館日 / 月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）
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▲多久町茶園原遺跡と山王遺跡
　から出土した尖頭器




